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行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
祭
日
は
こ
れ
ら
に
近
い
土
曜
・
日
曜
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
コ
ト
念
仏
で
は
子
ど
も
た
ち
が
集
落
の
各
家
を
回
っ
て
念

仏
を
唱
え
、
翌
朝
の
コ
ト
の
神
送
り
で
は
子
ど
も
た
ち
が
二
枚
の
大
き
な

旗
を
手
に
「
カ
ゼ
の
神
を
送
れ
よ
、
ホ
ウ
ゲ
ン
ザ
カ
（
法
現
坂
）
ま
で
送

れ
よ
」
と
唱
え
な
が
ら
集
落
の
大
道
を
回
り
、
同
時
に
家
々
の
前
に
立
て

ら
れ
た
幣
束
を
集
め
て
、
最
後
に
こ
れ
ら
を
集
落
の
は
ず
れ
の
谷
に
捨
て

る
と
い
う
の
が
こ
の
行
事
の
お
お
よ
そ
の
内
容
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
静
岡
県
の
天
竜
川
流

域
か
ら
長
野
県
、
さ
ら
に
三
信
遠
地
域
に
か
け
て
の
コ
ト
八
日
行
事
の
地

域
的
な
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
、
越
久
保
の
「
コ
ト
念
仏
」
や
「
コ
ト
の

は
じ
め
に

コ
ト
八
日
と
は
、
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事
の

こ
と
を
い
う
。
長
野
県
飯
田
市
の
天
竜
川
東
岸
に
あ
た
る
竜
東
地
区
で

は
、
こ
の
二
月
八
日
の
コ
ト
八
日
行
事
と
し
て
、「
コ
ト
念
仏
」
や
「
コ

ト
の
神
送
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
上
久
堅
（
か
み
ひ
さ
か

た
）
越
久
保
（
こ
い
く
ぼ
）
で
は
、「
頭
取
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
の

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
が
両
行
事
を
遂
行
し
て
き
た
。
か
つ

て
は
二
月
七
日
の
夜
に
コ
ト
念
仏
、
二
月
八
日
の
朝
に
コ
ト
の
神
送
り
が

「
コ
ト
念
仏
」・「
コ
ト
の
神
送
り
」
行
事
と
そ
の
継
承

―
長
野
県
飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
を
中
心
に
―

服
部
比
呂
美
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神
送
り
」
の
特
徴
を
捉
え
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
実
地
調
査
を
行
っ
た

越
久
保
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
を
遂
行
す
る
子
ど
も
集
団
の
実
態

と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ⅰ　

コ
ト
八
日
行
事
の
地
域
差

（
１
）
コ
ト
八
日
行
事
に
関
す
る
先
行
研
究

従
来
の
コ
ト
八
日
に
関
す
る
研
究
の
課
題
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
年
中

行
事
の
構
造
上
に
こ
の
行
事
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ

た
。
西
日
本
で
は
主
に
二
月
八
日
を
コ
ト
ハ
ジ
メ
、
十
二
月
八
日
を
コ
ト

オ
サ
メ
と
呼
び
、
東
日
本
で
は
逆
に
呼
ぶ
傾
向
に
あ
る
。
正
月
の
歳
神
祭

祀
を
中
心
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
が
始
ま

る
十
二
月
八
日
が
コ
ト
ハ
ジ
メ
で
あ
り
、
神
事
が
終
わ
る
二
月
八
日
が
コ

ト
オ
サ
メ
で
あ
る
と
い
え
る
。
逆
に
正
月
が
終
わ
り
、
人
び
と
の
生
活
が

始
ま
る
こ
と
を
主
体
に
す
れ
ば
、
二
月
八
日
が
コ
ト
ハ
ジ
メ
、
一
年
の
農

作
業
の
終
了
す
る
十
二
月
八
日
が
コ
ト
オ
サ
メ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ト
八
日
は
正
月
を
中
心
と
し
て
歳
神
祭
祀
の
期
間

と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
二
月
八
日
か
ら
の
年
中
行
事
の
開
始
す
る
の
か

と
い
う
二
つ
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。

も
う
一
つ
の
研
究
課
題
は
、
本
行
事
に
顕
在
化
す
る
神
観
念
で
あ
っ

た
。
コ
ト
八
日
に
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
神
の
来
訪
が
伝
承
さ
れ
、
疫
神

の
来
訪
に
際
し
て
は
、
目
籠
を
掲
げ
た
り
桃
の
木
を
戸
口
に
挿
し
た
り
す

る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
山
入
り
や
遠
出
を

慎
む
こ
と
や
、
疫
神
に
印
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
履
物
は
外
に
出
さ
な

い
な
ど
の
禁
忌
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
は
時
を
定
め
て
来
臨
す
る
神
の

た
め
に
こ
う
し
た
行
為
が
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
目
籠
は
神
の
依
代
で
あ

り
、
外
出
を
禁
ず
る
の
は
厳
粛
な
物
忌
を
意
味
し
て
い
る
と
捉
え
て
き

た
。『

コ
ト
八
日　

二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
』（
１
）は
、
大
島
建
彦
が
過
去
に

発
表
さ
れ
た
コ
ト
八
日
関
連
の
論
文
か
ら
十
四
編
を
選
ん
で
編
ん
だ
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
が
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
、
神

奈
川
県
川
崎
市
、
山
梨
県
南
都
留
郡
、
兵
庫
県
山
間
地
方
、
静
岡
県
下
や

長
野
県
下
、
南
九
州
や
奄
美
、
沖
縄
な
ど
、
各
地
の
コ
ト
八
日
行
事
や
こ

れ
に
類
す
る
行
事
の
あ
り
方
か
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
神
観
念
な
ど
の
考

察
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
年
中
行
事
の
概
説
書
な
ど
に
断
片
的
に
触

れ
ら
れ
て
い
た
コ
ト
八
日
行
事
は
、
本
書
に
総
括
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
差
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

巻
頭
の
山
口
貞
夫
に
よ
る
「
十
二
月
八
日
と
二
月
八
日
」
で
は
、
十
二

月
八
日
と
二
月
八
日
行
事
の
分
布
を
地
図
に
示
し
、
長
野
・
静
岡
両
県
以

西
に
は
二
月
八
日
に
行
事
を
行
う
地
域
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
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い
る
。
ま
た
、
東
日
本
に
お
い
て
は
両
日
に
神
去
来
の
信
仰
や
そ
の
痕
跡

が
見
出
さ
れ
る
の
に
反
し
、
西
日
本
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が
ま
っ
た
く
消
滅

し
、
針
千
本
や
針
供
養
、
嘘
晴
ら
し
、
誓
文
払
い
な
ど
の
多
様
な
信
仰
を

生
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（
２
）。

ま
た
富
山
昭
は
「
静
岡
県
の
「
コ
ト
八
日
」
伝
承　

そ
の
事
例
と
考

察
」
の
中
で
、
全
国
の
コ
ト
八
日
行
事
の
分
類
を
左
図
「
コ
ト
八
日
行
事

の
分
類
」
の
よ
う
に
示
し
て
い
る（
３
）。

本
図
は
、
文
化
庁
の
「
日
本
民
俗
地

図
」
や
『
日
本
民
俗
学
』
一
〇
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
打
江
寿
子
に
よ
る

「
コ
ト
八
日
」
の
事
例
な
ど
か
ら
分
類
し
た
と
い
う
。
コ
ト
八
日
行
事
の

全
国
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
、『
日
本
民
俗
地
図
Ⅰ
』（
一
九
六
九
年　

文

化
庁
編
）
を
用
い
て
別
途
筆
者
も
確
認
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
か
ら

は
、
山
口
や
富
山
の
分
析
は
妥
当
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

〈図〉コト八日行事の分類
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近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
野
本
寛
一
の
「「
コ
ト
八
日
」
の
民
俗
世
界
」

が
あ
る（
４
）。

か
つ
て
野
本
は
、
コ
ト
八
日
行
事
に
は
「
追
送
型
」「
物
忌
み

型
」「
防
除
・
物
忌
み
・
祈
願
型
」
の
要
素
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が（
５
）、「「

コ

ト
八
日
」
の
民
俗
世
界
」
で
は
、
自
身
が
採
集
し
た
東
北
地
方
を
は
じ
め

と
す
る
各
地
の
事
例
を
紹
介
し
た
上
で
、
全
国
の
事
例
を
「
防
除
型
」

「
追
送
型
」
に
大
別
し
、
防
除
と
追
送
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
ど
ち
ら
に
も
存
在
し
て
い
る
の
は
「
物
忌
み
」
の
要
素
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
コ
ト
八
日
の
行
事
は
季
節
の
折
目
・
節
日
の
役

割
が
託
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
十
二
月
八
日
か
ら
二
月
八
日
の
期
間
が

冬
籠
り
の
時
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
日
が
そ
の
入
り
と
出
の
た
め

の
「
忌
み
の
日
」
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
研
究
の
蓄
積
は
あ
る
も
の
の
、
従
来
の
研
究
は
、
全
国
の
様

相
を
概
観
し
、
こ
の
行
事
の
意
味
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
伝
承

の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
詳
細
を
捉
え
た
も
の
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
長
野
県
内
の
コ
ト
八
日
行
事

長
野
県
内
に
は
本
稿
で
扱
う
飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
の
コ
ト
念
仏
と
コ

ト
の
神
送
り
を
は
じ
め
、
地
域
に
よ
っ
て
特
徴
あ
る
コ
ト
八
日
行
事
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）、
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を

講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た
「
長
野
県
上
田
市
真
田

町
戸
沢
の
ね
じ
行
事
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
成
長
、
特
に
初
子

の
順
調
な
生
育
を
願
う
行
事
で
あ
る
。
二
月
七
日
の
夜
、
親
戚
や
近
所
の

人
が
集
ま
り
、
粳
米
の
粉
に
水
を
加
え
て
練
っ
た
生
地
で
、
木
の
葉
、

花
、
鳩
、
巾
着
、
鯛
・
野
菜
な
ど
を
象
り
、
食
紅
な
ど
で
彩
色
し
た
も
の

を
蒸
し
た
「
ね
じ
」
と
呼
ば
れ
る
団
子
を
作
る
。
初
子
の
家
で
は
、
八
日

の
早
朝
、
藁
苞
に
包
ん
だ
ね
じ
を
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
藁
馬
に
背

負
わ
せ
る
。
こ
れ
を
台
車
に
乗
せ
、
親
子
で
道
祖
神
碑
の
所
ま
で
行
き
、

子
ど
も
の
無
病
息
災
を
祈
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
家
の
間
で
ね
じ

を
交
換
し
て
食
べ
る
と
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
最

後
に
藁
馬
を
屋
根
に
投
げ
上
げ
て
行
事
は
終
わ
る（
６
）。

ま
た
、「
長
野
県
松
本
市
の
コ
ト
ヨ
ウ
カ
行
事
」
も
、
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
に
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗

文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。
本
行
事
は
、
松
本
市
域
の
八
地
区
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
藁
で
馬
や
百
足
、
草
鞋
な
ど
の
ツ
ク
リ
モ
ノ
を

作
り
、
こ
れ
ら
を
呪
物
と
し
て
村
境
に
掛
け
て
疫
病
神
の
去
来
を
防
い
だ

り
、
村
境
に
送
っ
た
り
す
る
行
事
で
あ
る
。
ま
た
、
一
連
の
行
事
と
し

て
、
匂
い
の
強
い
も
の
を
木
戸
先
で
燃
や
し
た
り
、
道
祖
神
碑
に
餅
を
供

え
た
り
塗
り
つ
け
た
り
、
地
区
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
念
仏
を
唱
え
る
こ
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と
な
ど
も
あ
る
。
厩
所
地
区
で
は
、
貧
乏
神
に
見
立
て
た
ジ
ジ
バ
バ
と
呼

ば
れ
る
男
女
一
対
の
人
形
お
藁
で
作
り
、
体
長
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
藁
馬

に
載
せ
、「
ビ
ン
ボ
ー
ガ
ミ
を
追
い
出
せ
」
と
い
い
な
が
ら
河
原
ま
で
運

ん
で
焼
き
払
う
。
ま
た
上
手
町
や
奈
良
尾
地
区
で
も
、
ジ
ジ
、
バ
バ
の
人

形
を
載
せ
た
大
き
な
藁
馬
を
つ
く
り
、
集
落
を
曳
き
回
し
た
あ
と
、
村
境

の
田
の
中
で
焼
く（
７
）。

こ
れ
ら
の
行
事
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
祈
願
や
厄
病
神
の
防
御
と
遂
走

と
い
う
要
素
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
要
素
は
、
行
事

に
際
し
て
祭
ら
れ
る
道
祖
神
の
神
格
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た
の
が
「
伊
那
谷
の

コ
ト
八
日
行
事
」
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
長
野
県
飯
田
市
の
ほ
か
、
駒
ケ

根
市
、
下
伊
那
郡
な
ど
の
伊
那
谷
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
習
俗
で
、
二
月
八

日
と
九
日
、
あ
る
い
は
こ
の
日
に
近
い
日
に
行
わ
れ
る
「
コ
ト
念
仏
」
と

「
コ
ト
の
神
送
り
」
な
ど
が
記
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

飯
田
市
上
久
堅
や
千
代
、
龍
江
、
喬
木
村
富
田
な
ど
の
実
態
に
関
し
て

は
、
桜
井
弘
人
に
よ
る
報
告
と
行
事
の
分
析
が
あ
る（
８
）。

当
地
域
で
は
中
絶

し
た
所
も
含
め
て
二
二
か
所
で
伝
承
さ
れ
、
二
月
八
日
を
中
心
に
行
わ
れ

る
「
コ
ト
の
神
送
り
」「
送
り
神
」「
風
邪
の
神
送
り
」、
そ
の
前
日
な
い

し
は
数
日
前
に
行
わ
れ
る
「
コ
ト
念
仏
」「
大
将
荒
神
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
行
事
が
、
多
く
の
場
合
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
い

う
。ま

た
、
コ
ト
念
仏
は
、
①
子
ど
も
が
各
家
を
ま
わ
る
「
大
将
荒
神
」、

②
子
ど
も
が
各
家
を
ま
わ
る
「
コ
ト
念
仏
」、
③
集
落
の
宿
に
集
ま
っ
て

行
う
「
コ
ト
念
仏
」
に
分
類
さ
れ
、
コ
ト
の
神
送
り
も
①
複
数
の
集
落
を

送
り
継
い
で
リ
レ
ー
し
て
行
う
所
と
②
単
独
で
行
う
所
に
分
類
さ
れ
る
と

い
う
。
越
久
保
の
伝
承
は
、
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
コ
ト
念
仏
で
は
子
ど

も
た
ち
が
各
家
を
ま
わ
り
、
コ
ト
の
神
送
り
は
集
落
内
で
完
結
す
る
タ
イ

プ
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
飯
田
市
芋
平
の
事
例
を
挙
げ
て
お

く
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
は
二
月
七
日
に
子
ど
も
た
ち
が
「
大
将
荒
神
」

を
行
っ
て
い
た
。
昭
和
十
年
代
か
ら
は
青
年
が
担
い
手
と
な
る
が
、
昭
和

二
十
七
、
八
年
に
は
途
絶
え
た
。
青
年
が
行
っ
て
い
た
当
時
は
、
鉦
と
太

鼓
を
叩
い
て
集
落
の
各
家
を
回
っ
た
と
い
う
。
鉦
や
太
鼓
に
各
家
の
コ
ト

の
神
が
寄
せ
、
こ
れ
を
翌
日
コ
ト
の
神
送
り
の
神
輿
に
乗
せ
た
と
い
う
。

芋
平
で
は
、
コ
ト
の
神
送
り
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。
集
落
で
は
竹

の
棒
に
刺
し
た
「
オ
ト
コ
ガ
ミ
」「
オ
ン
ナ
ガ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
男
女
二

体
の
藁
人
形
の
神
像
と
、
竹
の
骨
組
に
檜
の
枝
を
ド
ー
ム
状
に
し
た
も
の

に
御
幣
を
立
て
た
神
輿
（
写
真
１
）、
さ
ら
に
、
旗
や
幣
束
な
ど
を
作
る
。

神
輿
が
完
成
す
る
と
、
内
部
に
男
女
の
神
像
を
向
き
合
わ
せ
て
立
て
る
。
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集
落
の
人
々
は
、
鉦
と
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
幣
束
、
鉦
、
太
鼓
、
笹
、

旗
、
神
輿
を
隣
の
蛇
沼
と
の
境
ま
で
十
分
ほ
ど
歩
い
て
運
び
、
境
の
場
所

に
旗
、
神
輿
、
笹
を
置
き
、
振
り
返
ら
ず
に
戻
る
。
な
お
、
旗
、
神
輿
、

笹
は
、
蛇
沼
か
ら
平
栗
、
落
倉
、
小
野
子
、
堂
平
、
風
張
・
上
平
の
集
落

ま
で
リ
レ
ー
さ
れ
、
最
後
に
は
終
点
の
富
田
境
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
下
に
投

げ
捨
て
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
風
張
・
上
平
の
人
び
と
は
、
鉦
と

太
鼓
の
バ
チ
も
投
げ
捨
て
て
後
ろ
を
振
り
向
か
ず
に
帰
る
と
い
う
。

桜
井
は
行
事
の
あ
り
方
の
差
異
に
つ
い
て
、
越
久
保
を
は
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
が
集
団
で
各
家
を
ま
わ
る
コ
ト
念
仏
を
伝
承
す
る
原
平
、
風
張
・

上
平
、
下
平
、
中
宮
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
中
後
期
は
「
柏
原
村
」
で
あ

り
、
こ
う
し
た
あ
り
方
を
持
た
な
い
蛇
沼
・
平
栗
・
落
倉
・
小
野
子
・
森

は
、
同
時
代
に
「
天
領
柏
原
山
分
」
で
、
村
と
し
て
の
領
域
が
異
な
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
独
立
し
た
村
々

が
、
コ
ト
の
神
送
り
に
お
い
て
は
連
携
し
て
結
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
以
前
は
当
地
域
が
知
久
氏
の
支
配
領
「
知

久
領
」
内
に
収
ま
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
と
述
べ
、
当
地
域

に
隣
接
す
る
下
伊
那
郡
天
龍
村
坂
部
の
「
熊
谷
家
伝
記
」
に
は
、
弘
治
元

年
（
一
五
五
五
）
の
記
録
に
「
渡
り
神
へ
の
立
願
と
し
て
毎
年
二
月
神
送

り
と
、
六
月
の
流
し
祭
り
之
神
輿
を
か
く
べ
き
旨
立
願
し
け
れ
ば
、
四
郎

左
衛
門
ハ
段
々
全
快
す
る
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
行
事
は
戦
国

時
代
に
遡
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
国
の
記
録
選
択
に
選
定
さ
れ
て
い
る
長
野
県
上
田
市
、

松
本
市
、
伊
那
谷
に
伝
承
さ
れ
る
コ
ト
八
日
の
行
事
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
内
容
は
一
様
で
は
な
い
。
上
田
市
戸
沢
の
ね
じ
行
事
で
は
、
初
子
の
成

長
祈
願
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
松
本
市
や
伊
那
谷
の
行
事
に

共
通
す
る
要
素
は
、
念
仏
や
神
送
り
な
ど
で
あ
る
。

一
方
で
、
上
田
市
と
松
本
市
で
は
、
道
祖
神
碑
に
参
拝
す
る
共
通
点
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
飯
田
市
芋
平
で
も
、
男
女
の
人
形
に
関
す
る
由
来
と
し

て
、
今
か
ら
四
〇
〇
年
前
に
悪
病
が
流
行
し
た
際
に
道
祖
神
を
祀
り
、
男

女
の
人
形
を
作
っ
て
家
内
安
全
、
厄
除
け
、
悪
魔
退
散
の
願
い
を
込
め
て

行
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
行
事
に
は
道
祖

神
へ
の
信
仰
が
共
通
し
て
い
る
。

な
お
、
コ
ト
八
日
に
道
祖
神
碑
に
餅
を
塗
り
つ
け
る
行
為
に
つ
い
て
、

筆
者
が
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
実
地
調
査
を
行
っ
た
長
野
県
と
の
境

に
位
置
す
る
群
馬
県
安
中
市
（
旧
碓
氷
郡
松
井
田
町
）
西
野
牧
明
賀
で

は
、「
道
祖
神
の
火
事
見
舞
」
と
称
し
て
道
祖
神
の
石
像
に
ボ
タ
モ
チ
を

塗
り
つ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
２
）。
コ
ト
八
日
行
事
と
道

祖
神
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
限
定
し
た
事
例
を
集
積
し
た
う
え
で
、
稿
を

改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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（
３
）
三
信
遠
地
域
の
送
り
神
行
事
の
類
似
性

飯
田
市
上
久
堅
は
、
三
河
・
信
濃
・
遠
江
の
旧
三
国
が
接
す
る
所
謂

「
三
信
遠
地
域
」
に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
は
「
花
祭
り
」
な
ど
の
神
事
芸

能
を
は
じ
め
、
行
政
区
分
の
枠
を
超
え
た
民
俗
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
越
久
保
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
を

述
べ
る
前
に
、
三
信
遠
地
域
の
コ
ト
八
日
の
行
事
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
。富

山
昭
は
前
述
の
「
静
岡
県
の
「
コ
ト
八
日
」」
の
中
で
、
静
岡
県
下

の
コ
ト
八
日
伝
承
に
つ
い
て
、
１
「
目
一
つ
小
僧
」
と
「
メ
カ
ゴ
伝
承
」、

２
「
山
の
神
」
伝
承
、
３
「
送
り
神
」
伝
承
、
４
「
八
日
餅
」（
供
物
）

伝
承
が
そ
の
特
色
と
し
て
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る（
９
）。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
送
り
神
」
伝
承
は
、
長
野
、
山
梨
、
静
岡
、
愛
知
と
い
っ
た
中
部

圏
に
盛
ん
で
あ
り
、
静
岡
県
内
で
は
安
倍
川
以
西
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
富
山
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
静
岡
市
水
見

色
で
は
「
師
走
八
日
の
送
り
神
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
日
は

集
落
の
旧
家
の
者
が
杉
の
葉
を
屋
根
と
し
た
一
尺
四
方
ほ
ど
の
神
輿
を
作

り
、
中
に
藁
で
こ
し
ら
え
た
馬
と
人
形
（
カ
ゼ
の
神
の
姿
）
を
入
れ
、
神

主
の
祝
詞
で
タ
マ
シ
イ
を
入
れ
る
。
一
方
、
青
年
た
ち
は
組
ご
と
に
畳
一

畳
ほ
ど
の
大
き
さ
の
旗
竿
を
持
っ
て
こ
の
神
輿
と
合
流
し
、
神
主
も
加

わ
っ
た
一
行
が
部
落
や
組
を
順
番
に
回
っ
て
歩
く
。
辻
々
で
は
周
辺
の

人
々
が
神
主
の
お
祓
い
を
受
け
、
そ
の
後
青
年
た
ち
が
旗
竿
に
は
疫
病
神

が
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
追
い
払
う
た
め
に
鉄
砲
で
撃
つ
。
安
倍
川

流
域
で
行
わ
れ
た
送
り
神
行
事
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
形
態
で
あ
る
と
い
う

が
）
（（
（

、
前
述
し
た
飯
田
市
芋
平
の
あ
り
方
と
類
似
す
る
。

ま
た
、
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
水
窪
町
草
木
の
北
島
で
は
、
コ
ト
コ
ト

送
り
の
日
に
は
当
番
の
家
に
集
ま
り
、
集
ま
っ
た
衆
で
オ
ン
ベ
（
御
幣
、

タ
カ
ラ
と
も
称
す
）
を
作
り
、
そ
れ
を
先
頭
に
鉦
を
叩
き
な
が
ら
「
コ
ト

の
神
を
送
る
よ
」
と
叫
ん
で
ム
ラ
（
組
）
の
は
ず
れ
ま
で
送
っ
て
そ
こ
に

（写真１）上久堅民俗資料館　芋平の神輿複製

（写真２）安中市西野牧明賀の双体道祖神
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オ
ン
ベ
を
納
め
る
と
い
う
。
同
じ
草
木
の
遠
木
沢
、
大
嵐
地
区
で
も
か
つ

て
は
「
コ
ト
コ
ト
バ
ー
サ
を
送
る
よ
」
と
唱
え
な
が
ら
風
邪
の
神
、
悪
病

神
を
送
り
出
し
た
と
い
う
）
（（
（

。

筆
者
が
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
六
）
に
調
査
を
行
っ
た
浜
松
市
天
竜

区
佐
久
間
町
奥
領
家
で
は
、
高
氏
英
子
氏
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い

た
。
二
月
八
日
は
「
コ
ト
コ
ト
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
日
は
「
お
針
を
や
っ

て
は
い
か
ん
（
い
け
な
い
）
日
」
で
あ
る
と
い
う
。
針
を
持
つ
と
「
あ
い

ま
な
月
日
は
な
い
か
い
な
」
と
い
い
な
が
ら
コ
ト
コ
ト
バ
ア
サ
ン
が
や
っ

て
来
る
。
こ
の
言
葉
は
「
針
仕
事
を
今
日
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
他
の
日
に
は
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
非
難
め
い
た
意
味
が
あ
る
の

だ
と
い
う
。
ま
た
、
奥
領
家
に
は
、
コ
ト
ガ
ミ
ド
と
い
う
場
所
が
あ
り
、

こ
こ
に
コ
ト
コ
ト
バ
ア
サ
ン
を
送
り
に
行
っ
た
と
い
う
。
コ
ト
ガ
ミ
ド
は

ホ
ウ
ジ
峠
の
下
で
集
落
の
は
ず
れ
に
あ
た
り
、
何
も
な
い
場
所
で
あ
っ

た
。
高
氏
家
の
あ
る
南
野
の
ほ
か
、
大
沼
、
中
野
、
沢
井
、
今
田
と
い
う

奥
領
家
の
各
班
の
班
長
は
、
ま
ず
は
当
番
の
家
に
集
ま
っ
て
一
杯
飲
む
。

そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
赤
や
緑
の
オ
タ
カ
ラ
（
御
幣
）
を
持
っ

て
、
沢
井
よ
り
北
に
位
置
す
る
南
野
、
大
沼
、
中
野
の
班
長
は
コ
ト
ガ
ミ

ド
へ
向
か
い
、
沢
井
と
今
田
の
班
長
は
こ
れ
と
別
れ
て
ド
ン
ド
ン
ブ
チ
へ

行
っ
た
。
高
氏
氏
が
こ
の
伝
承
を
良
く
記
憶
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
四
十

七
年
（
一
九
七
二
）
一
月
十
六
日
に
高
氏
氏
の
姑
が
亡
く
な
っ
た
が
、
当

地
で
最
後
に
コ
ト
ガ
ミ
ド
の
神
送
り
を
し
た
の
が
そ
の
年
の
新
暦
二
月

だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
「
コ
ト
の
神
送
り
」
は
、
飯
田
市
の
竜
東
地
区
ば
か
り
で

が
な
く
、
天
竜
川
下
流
域
の
静
岡
県
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
下
で
は
、
浜
松
、
新
井
、
雄
踏
、
湖
西
な
ど
、
浜
名

湖
四
周
の
地
で
も
送
り
神
行
事
が
盛
ん
で
、
中
で
も
、
新
居
町
大
倉
戸
で

子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
コ
チ
ャ

ン
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、
現
在
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
二
月
八
日
と
十
二
月
八
日
の
コ
ト
八
日
に
、
子
ど
も
た
ち
は
各

家
か
ら
家
の
内
外
を
祓
っ
た
オ
ン
ビ
（
笹
竹
）
を
恵
比
須
神
社
に
集
め

る
。
神
社
に
は
事
前
に
区
長
な
ど
が
用
意
し
た
バ
ン
ド
ブ
ネ
と
呼
ば
れ
る

葉
付
き
の
椿
の
大
枝
と
、
そ
れ
に
乗
せ
て
悪
神
に
見
立
て
た
デ
ッ
ク
ラ

ボ
ー
と
呼
ば
れ
る
二
体
の
藁
人
形
、
さ
ら
に
椿
の
枝
を
削
っ
て
経
文
を
書

い
た
ツ
ユ
ハ
ラ
イ
の
棒
と
を
並
べ
、
僧
侶
が
そ
の
前
で
お
祓
い
を
す
る
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
持
っ
た
オ
ン
ビ
で
バ
ン
ド
ブ

ネ
を
い
っ
せ
い
に
叩
き
、
続
い
て
曳
き
綱
を
つ
け
た
バ
ン
ド
ブ
ネ
を
年
長

の
少
年
が
曳
き
、
ツ
ユ
ハ
ラ
イ
を
先
頭
に
鉦
を
叩
き
な
が
ら
、
神
社
か
ら

出
発
し
て
、
道
々
「
大
倉
戸
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
コ
チ
ャ
ン
」
の
掛
け
声
を
繰

り
返
し
な
が
ら
ム
ラ
中
を
め
ぐ
る
。
途
中
、
何
か
所
か
の
辻
で
バ
ン
ド
ブ
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ネ
を
囲
ん
で
輪
に
な
り
、
オ
ン
ビ
で
デ
ッ
ク
ラ
ボ
ー
を
叩
き
つ
け
て
は
厄

祓
い
を
す
る
。
最
後
に
西
や
東
の
村
は
ず
れ
ま
で
来
る
と
、
す
べ
て
を
捨

て
て
帰
っ
て
く
る
。
こ
の
時
は
後
ろ
を
振
り
向
か
ず
に
帰
る
も
の
だ
と
い

う
。
昔
は
海
岸
ま
で
送
り
、
海
に
捨
て
て
帰
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
大
倉
戸
の
送
り
神
は
、
天
明
の
大
飢
饉
の
際
に
村
で
流
行
っ
た
疫
病

の
厄
除
け
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
）
（（
（

。

相
良
町
片
浜
地
区
大
磯
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
二
月
と
十
二
月
の
八
日

の
午
前
一
時
頃
か
ら
起
き
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
用
意
し
た
身
の
丈
ほ
ど
の

青
竹
を
持
っ
て
ヤ
ド
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
鉦
を
持
っ
た
最
年
長
の
オ
ヤ

カ
タ
を
中
心
に
、
ム
ラ
の
各
家
を
奥
の
方
か
ら
回
っ
て
歩
く
。
家
の
前
に

立
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
「
ナ
ー
リ
ガ
ミ
送
る
」「
師
走
（
あ
る
い
は
二
月
）

送
る
」
と
叫
び
な
が
ら
そ
の
青
竹
で
軒
先
を
ザ
ラ
ザ
ラ
と
祓
い
、
各
家
で

は
厄
祓
い
の
お
札
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
。
全
戸
を
回
り
終
わ
っ
た

後
、
子
ど
も
た
ち
は
近
く
の
浜
に
出
向
き
、
青
竹
を
海
中
に
放
り
こ
む
。

帰
り
は
や
は
り
口
も
き
か
ず
、
後
ろ
を
振
り
向
か
ず
に
戻
り
、
お
札
の
お

金
は
オ
ヤ
カ
タ
が
配
分
す
る
と
い
う
）
（（
（

。

そ
れ
で
は
、
愛
知
県
下
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
民
俗
地
図
Ⅰ
』

に
よ
れ
ば
、
愛
知
県
豊
川
市
財
賀
町
で
は
、
二
月
八
日
の
コ
ト
ハ
ジ
メ
と

十
二
月
八
日
の
コ
ト
オ
サ
メ
に
神
送
り
を
行
っ
て
い
る
。
藁
人
形
で
作
っ

た
送
り
神
に
半
紙
で
顔
を
描
き
、
こ
れ
を
か
つ
い
で
、
千
両
と
萩
の
村
境

に
行
き
、
松
を
三
回
り
し
て
後
ろ
を
向
か
ず
逃
げ
帰
る
と
い
う
。
こ
の
と

き
、
鉦
と
太
鼓
を
叩
い
て
「
送
れ
、
送
れ
、
送
れ
よ
、
送
れ
、
ゲ
ー
キ
の

神
を
み
な
送
れ
、
送
ら
ん
や
つ
は
、
赤
恥
だ
」
と
唱
え
る
と
い
う
。
ま
た

新
城
市
大
海
で
も
二
月
八
日
は
オ
カ
タ
送
り
を
行
う
。
こ
れ
は
男
女
の
人

形
（
オ
カ
タ
）
を
竹
の
輿
に
載
せ
、
こ
れ
に
悪
霊
を
背
負
わ
せ
て
送
り
出

す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
御
幣
で
屋
敷
や
田
畑
を
祓
い
、
悪
水
を
折

掛
壺
に
汲
ん
で
人
形
の
腹
に
結
び
つ
け
る
。
村
人
は
そ
の
オ
カ
タ
を
取
り

囲
み
、
笛
と
太
鼓
で
囃
し
な
が
ら
村
境
ま
で
送
り
出
す
。
オ
カ
タ
は
、
元

来
は
御
幣
で
、
そ
の
御
幣
に
神
を
勧
請
し
て
オ
カ
タ
に
移
し
、
村
か
ら
送

り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
十
二
月
八
日
に
は
子
ど
も
た
ち

が
疫
病
神
送
り
を
行
っ
た
。
八
日
の
夕
方
、
子
ど
も
た
ち
は
村
の
当
番
に

付
き
添
わ
れ
、
屋
敷
を
祓
っ
た
御
幣
を
捧
げ
て
「
咳
の
お
方
は
お
ん
じ
ょ

う
の
う
。
風
邪
の
神
様
は
き
れ
い
な
お
方
」
と
唱
え
な
が
ら
、
村
境
ま
で

疫
病
神
を
送
っ
て
行
き
、
こ
れ
を
焼
き
捨
て
た
と
い
う
）
（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
静
岡
県
で
も
愛
知
県
で
も
、
コ
ト
八
日
の
神
送
り
で

は
、
疫
病
神
の
人
形
が
集
落
外
に
送
ら
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
集
落
の

各
家
を
回
っ
て
厄
祓
い
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
り
す
る
点
な
ど
に
、
飯
田

市
と
同
様
の
様
式
が
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
河
国
の
神
送
り
に
つ
い
て
、
国
学
者
で
幕
府
祐
筆
で
も

あ
る
屋
代
弘
賢
が
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
刊
行
し
た
江
戸
か
ら
大
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和
に
至
る
三
カ
月
の
紀
行
文
「
道
の
幸
（
み
ち
の
さ
ち
）」
下
巻
の
中
に
、

現
在
の
愛
知
県
豊
川
市
御
油
あ
た
り
の
見
聞
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

此
あ
た
り
は
十
二
月
八
日
を
事
お
さ
め
と
い
ひ
、
正
月
八
日
を
事
は

じ
め
と
い
ふ
、
藁
に
て
人
形
つ
く
り
、
竹
を
ま
げ
て
舟
の
か
た
を
し

て
、
か
ね
太
鼓
打
て
、
村
さ
か
ひ
に
を
く
り
す
つ
る
を
、
し
は
す
の

せ
ん
き
の
か
み
と
い
ふ
は
、
節
季
の
か
み
と
い
ふ
こ
と
に
や
）
（（
（　

当
地
で
十
二
月
八
日
に
送
ら
れ
る
神
は
「
せ
ん
き
の
か
み
」
で
、
腹
痛

を
起
こ
す
疫
病
神
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
藁
人
形
と
し
て
表
さ
れ
、
舟

に
乗
せ
て
送
ら
れ
る
内
容
は
、
先
の
静
岡
県
新
居
町
大
倉
戸
の
チ
ャ
ン

チ
ャ
コ
チ
ャ
ン
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
正
月
八
日
」
は
「
二
月
八

日
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
文
化
年
間
の
「
三
河
国
吉
田
領
風
俗
問
状
答
」
に
は
、
二
月
八

日
と
十
二
月
八
日
の
「
送
り
神
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。（

二
月
八
日
）
異
な
る
事
な
し
。
長
き
竹
の
末
（
う
ら
）
に
目
籠
を

付
て
門
口
に
建
る
事
あ
り
。
又
餅
を
つ
く
家
も
あ
り
。
農
家
に
て
は

大
か
た
餅
を
つ
く
な
り
。
八
日
餅
と
い
ひ
て
、
親
族
又
入
魂
（
マ

マ
）
の
も
の
へ
贈
り
、
或
は
招
て
饗
す
る
こ
と
も
あ
り
。
江
戸
に
て

お
こ
と
汁
と
家
（
マ
マ
）
物
は
な
し
。
其
類
の
事
も
な
し
。
但
、
郷

村
に
て
は
送
り
神
と
云
ひ
て
、
先
づ
家
家
竈
の
上
の
煤
を
拂
ひ
て
大

道
へ
持
出
、
藁
に
て
人
形
を
作
り
紙
幟
な
ど
を
つ
く
り
、
彼
人
形
を

ば
竹
な
ど
に
つ
け
て
持
、
さ
て
鉦
太
鼓
を
打
て
、
は
や
し
た
て
ゝ

家
々
を
廻
り
、
終
に
は
村
の
端
、
又
は
川
邊
な
ど
に
持
行
き
て
捨
お

き
、
足
早
に
逃
歸
る
事
也
。
こ
れ
は
い
づ
れ
の
郷
村
に
も
あ
り
、
少

し
の
違
ひ
は
あ
り
て
も
大
凡
は
同
じ
。
は
や
し
詞
は
ヨ
オ
イ
ト
ウ
く

ヨ
イ
ト
コ
ヨ
イ
ト
ウ
、
ま
た
は
オ
ク
リ
ガ
ミ
ヨ
オ
オ
ク
レ
ヨ
ウ
エ
イ

ト
ウ
く
な
ど
い
ふ
の
み
な
り
。

（
十
二
月
八
日
）
す
べ
て
二
月
八
日
の
事
始
に
異
な
る
こ
と
な
し
。

何
故
の
わ
さ
な
ど
云
傳
へ
た
る
こ
と
も
何
も
な
し
）
（（
（　

こ
う
し
た
内
容
か
ら
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
の
愛
知
県
東

部
で
は
、
現
在
と
同
様
式
で
神
送
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
い
ず

れ
の
郷
村
に
も
あ
り
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
城
下
外
の
広
範
囲
で
こ
の

習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
信
遠
地
域
で
は
、
コ
ト
八
日
の
送
り
神
行
事
に
関

し
て
も
類
似
の
民
俗
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
送
り
神
に
関
し
て
は
、
柳
田
國
男
が
「
神
送
り
と
人
形
」
で

す
で
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
の
目
的
は
「
一
つ
目
的
を
以
て
迎
え

ら
れ
た
神
は
、
其
任
務
が
終
わ
る
と
毎
回
送
ら
れ
て
い
た
」）

（（
（

こ
と
に
あ

り
、
コ
ト
八
日
に
去
来
す
る
神
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
「
神
送
り
」「
神
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迎
え
」
の
観
念
が
衰
退
変
化
す
る
と
と
も
に
、
厄
神
に
堕
落
し
た
神
を
送

る
行
事
に
変
化
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
解
釈
が

あ
ま
り
に
も
固
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ト
八
日
行
事
の
現
状
か

ら
、
新
た
な
課
題
が
見
出
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
地
調
査
を
行
っ
た
越
久
保
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
「
コ
ト

念
仏
」
と
「
コ
ト
の
神
送
り
」
を
伝
承
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
実
態
か

ら
、
次
に
新
た
な
課
題
と
し
て
、
行
事
継
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
て
述
べ
て
み
た
い
。

Ⅱ　

飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
の
「
コ
ト
念
仏
」
と

　
　
「
コ
ト
の
神
送
り
」

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
行
っ
た
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
、
飯

田
市
上
久
堅
越
久
保
の
「
コ
ト
念
仏
」
と
「
コ
ト
の
神
送
り
」
に
つ
い
て

述
べ
て
ゆ
く
。

（
１
）
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
実
態

越
久
保
に
は
、
越
久
保
上
（
上
平
）、
日
影
平
、
馬
場
垣
外
、
日
向
平

の
四
集
落
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
、
六
七
戸
、
二
〇
一
人
（
調
査
当
時
）
が

居
住
す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
コ
ト
念
仏
の
際
、
日
影
平
→
上
平
→
日
向

平
→
馬
場
垣
外
の
順
に
各
家
を
回
り
、
コ
ト
の
神
送
り
で
は
、
各
集
落
を

つ
な
い
で
い
る
大
道
を
回
る
。
祭
日
は
、
前
述
の
よ
う
に
か
つ
て
は
二
月

七
日
の
夜
に
コ
ト
念
仏
、
二
月
八
日
の
朝
に
コ
ト
の
神
送
り
と
決
ま
っ
て

い
た
が
、
現
在
で
は
お
お
よ
そ
二
月
の
第
一
土
曜
・
日
曜
に
行
っ
て
お

り
、
祭
日
も
子
ど
も
た
ち
が
相
談
し
て
決
め
る
と
い
う
。

①
コ
ト
念
仏

（
ａ
）
日
時

平
成
二
十
四
年
二
月
四
日
（
土
）、
午
後
四
時
～
九
時
半

（
ｂ
）
構
成
員

越
久
保
の
数
え
年
八
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

い
る
。
十
三
歳
（
中
学
校
一
年
生
）
の
最
年
長
者
は
「
頭
取
（
と
う
ど

り
）」
と
称
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
送
り
の
す

べ
て
を
仕
切
る
。
か
つ
て
は
男
児
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
女

児
も
参
加
し
て
い
る
。

（
ｃ
）
内
容

子
ど
も
た
ち
が
越
久
保
高
齢
者
若
者
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す
る
と
、
セ
ン

タ
ー
の
玄
関
で
コ
ト
念
仏
を
唱
え
る
。
頭
取
は
獅
子
舞
に
使
う
太
鼓
を
背

負
い
、
そ
の
下
の
学
年
が
「
太
鼓
叩
き
」
と
い
っ
て
、
頭
取
の
背
負
う
太

鼓
と
鉦
を
叩
く
。
他
の
子
ど
も
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
の
周
り
を
七
周
回
る
。

回
っ
て
い
る
間
、「
光
明
遍
照　

十
方
世
界　

念
仏
衆
生　

摂
取
不
捨　
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南
無
阿
弥
陀
仏　

南
無
阿
弥
陀
仏
」「
送
り
神
を
送
れ
よ　

何
神
（
な
に

が
み
）
送
れ
よ　

風
の
神
を
送
れ
よ　

ど
こ
ま
で
送
れ
よ　

ほ
う
げ
ん
坂

（
法
現
坂
）
ま
で
送
れ
よ
」
と
唱
え
る
。

セ
ン
タ
ー
脇
の
お
堂
に
参
拝
し
、
集
落
を
回
り
始
め
る
。
各
家
と
家
々

の
神
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
で
念
仏
を
唱
え
る
。
頭
取
の
「
今
日
（
こ

ん
に
ち
）、
事
を
申
し
ま
す
」
と
い
う
挨
拶
に
続
き
、
太
鼓
と
鉦
を
打
ち

鳴
ら
し
な
が
ら
「
光
明
遍
照　

十
方
世
界　

念
仏
衆
生　

摂
取
不
捨　

南

無
阿
弥
陀
仏　

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
て
回
る
。
ま
た
、
家
の
人
に

「
神
様
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」
と
た
ず
ね
、
庭
先
に
屋
敷
の
神
様

な
ど
が
あ
る
と
、
そ
こ
で
も
念
仏
を
唱
え
る
。
挨
拶
は
、
一
番
星
を
見
つ

け
た
後
か
ら
は
「
今
晩
、
事
を
申
し
ま
す
」
と
い
い
換
え
る
。

念
仏
が
終
わ
る
と
、
家
の
人
か
ら
集
金
係
は
オ
ダ
チ
ン
（
ご
祝
儀
）
を

貰
う
。
同
時
に
幣
束
を
受
け
取
る
こ
と
も
あ
る
。
幣
束
は
竹
の
棒
に
五
色

の
幣
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
い
た
小
旗
を
付
け
た
も
の
で
、
こ
こ
に

家
人
の
爪
と
髪
の
毛
を
包
ん
だ
紙
が
結
ん
で
あ
る
。
家
の
中
を
祓
っ
た
幣

束
は
、
子
ど
も
に
手
渡
す
と
頭
取
の
背
負
う
太
鼓
に
挿
す
。

三
十
三
観
音
で
は
三
十
三
番
ま
で
数
を
数
え
、
隣
の
森
集
落
と
の
境
か

ら
、
越
久
保
集
落
に
戻
る
坂
を
上
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
横
一
列
に
並
ん

で
唱
え
ご
と
を
す
る
。

午
後
七
時
頃
に
一
度
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
夕
食
を
と
り
、
再
び
コ
ト
念

仏
に
出
か
け
る
。
九
時
半
ご
ろ
終
了
し
、
ご
祝
儀
は
頭
取
が
分
配
す
る
。

②
コ
ト
の
神
送
り

（
ａ
）
日
時

平
成
二
十
四
年
二
月
五
日
、
午
前
六
時
半
～
九
時

（
ｂ
）
内
容

午
前
七
時
、
太
鼓
と
鉦
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
二
枚
の
大
き
な
旗
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
を
出
る
。
日
影
平
→
上
平
→
日
向
平
→
馬
場

垣
外
の
順
に
本
通
り
を
巡
行
す
る
。
歩
き
な
が
ら
、
鉦
と
太
鼓
と
と
も
に

「
送
り
神
を
送
れ
よ
、
何
神
送
れ
よ
、
風
の
神
を
送
れ
よ
、
ど
こ
ま
で
送

れ
よ
、
法
現
坂
ま
で
送
れ
よ
」
と
唱
え
る
。
家
の
前
に
幣
束
が
刺
し
て
あ

る
場
合
は
、
歩
き
な
が
ら
こ
れ
を
抜
い
て
太
鼓
の
背
に
挿
す
。

巡
行
の
間
、
後
ろ
を
振
り
向
く
と
悪
い
も
の
に
憑
か
れ
る
と
い
っ
て
、

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
振
り
向
い
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
が
一
人
で
も
い

る
と
、
全
員
最
初
の
場
所
に
戻
っ
て
や
り
な
お
す
。
途
中
、
三
ヵ
所
で

「
頭
た
た
き
」
を
行
う
。
こ
れ
は
旗
で
道
路
を
ふ
さ
い
で
四
角
の
場
所
を

作
り
、
こ
の
中
で
子
ど
も
が
二
班
に
分
か
れ
て
勝
負
す
る
遊
び
で
、
頭
を

触
わ
ら
れ
た
子
ど
も
は
負
け
と
な
っ
て
外
に
出
る
。
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１ ホワイトボードに手ぶくろ・ネッグ
ウォーマ・ぼうしは不可とある。

２ コト念仏の開始。越久保高齢者若者セ
ンターの回りを７周回る。

３ 家の外に祀られた神仏にも念仏をあげ
る。

４ 翌朝はコトの神送り。集落の本道を回
る。太鼓を背負う役を次期頭取が交代。

５ 巡行の途中で頭たたきを行う。

６ 幣束と旗を捨てる。
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最
後
は
集
落
の
は
ず
れ
の
法
現
坂
を
上
り
、
尾
根
の
所
定
の
位
置
ま
で

旗
と
幣
束
を
運
ぶ
。
こ
こ
で
念
仏
を
七
回
唱
え
、
幣
束
を
土
手
下
の
谷
間

に
投
げ
、
旗
二
本
を
捨
て
る
。
最
後
は
セ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
て
一
気
に

走
っ
て
戻
る
。

（
２
）
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
の
行
事

現
在
か
ら
五
十
年
前
ほ
ど
の
行
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
塩
沢
一
志
氏

（
昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
）
か
ら
の
聞
き
書
き
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
祭
日

か
つ
て
は
、
コ
ト
念
仏
は
二
月
七
日
に
行
わ
れ
、
八
十
戸
ほ
ど
の
家
を

回
っ
た
。
翌
朝
、
コ
ト
の
神
送
り
を
行
っ
た
。
巡
行
の
回
り
方
は
今
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。

②
構
成
員

参
加
は
一
家
か
ら
一
人
、
塩
沢
氏
の
こ
ろ
は
長
男
だ
け
が
参
加
を
許
さ

れ
た
。
長
男
が
抜
け
た
ら
次
男
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昭
和

五
十
五
年
く
ら
い
に
は
次
男
や
三
男
も
参
加
し
て
い
た
。
頭
取
は
、
今
は

中
学
一
年
生
と
決
ま
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
遅
生
ま
れ
は
中
学
一
年

生
、
早
生
ま
れ
は
中
学
二
年
生
で
頭
取
に
な
っ
た
。
加
入
の
年
も
、
遅
生

ま
れ
は
小
学
校
二
年
生
、
早
生
ま
れ
は
小
学
校
三
年
生
で
あ
っ
た
。

③
集
合
場
所

セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
年
に
新
し
く
な
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
は
愛
宕

堂
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
お
堂
は
古
か
っ
た
の
で
、
汚
す
こ
と
な
ど
は
気
に

し
な
か
っ
た
。
中
に
は
囲
炉
裏
が
あ
っ
て
、
持
ち
寄
っ
た
薪
で
コ
ト
の
神

送
り
に
使
う
旗
を
作
る
た
め
の
糊
を
煮
た
り
、
す
る
め
を
焼
い
た
り
し

た
。

④
準
備

準
備
は
一
月
二
十
日
く
ら
い
か
ら
始
め
、
学
校
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
お

堂
に
行
き
、
夜
七
時
く
ら
い
ま
で
そ
こ
に
い
た
。
頭
取
は
早
め
に
行
っ
て

準
備
し
た
。
小
学
校
五
、
六
年
生
は
頭
取
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
仕
事

を
覚
え
た
が
、
そ
の
下
の
子
ど
も
た
ち
は
歌
（
唱
え
ご
と
）
を
覚
え
る
の

が
仕
事
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
頭
取
た
ち
が
準
備
を
し
て
い
て
も
、
小
さ

な
子
た
ち
は
呼
ば
れ
る
ま
で
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
唱
え

ご
と
は
先
輩
か
ら
口
伝
え
で
教
わ
っ
た
。
で
き
る
ま
で
何
度
も
や
ら
さ
れ

た
の
は
辛
か
っ
た
し
、
先
輩
は
怖
か
っ
た
が
、
楽
し
い
行
事
だ
っ
た
と
い

う
。
コ
ト
の
神
送
り
の
旗
は
、
新
聞
紙
を
何
枚
も
重
ね
、
そ
の
上
に
白
い

紙
を
貼
っ
て
作
っ
た
。
今
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く
、
巡
行
の
際
は
横
に
す

る
の
で
は
な
く
、
立
て
て
歩
い
た
の
で
重
労
働
だ
っ
た
。

先
輩
に
一
番
注
意
を
受
け
た
の
は
、
家
に
入
る
時
、
必
ず
帽
子
を
取
る

こ
と
で
、
こ
れ
を
忘
れ
る
と
後
ろ
か
ら
頭
を
叩
か
れ
た
。

口
上
は
、
年
寄
り
の
い
る
家
で
は
「
お
年
寄
り
が
長
生
き
で
き
ま
す
よ



「コト念仏」・「コトの神送り」行事とその継承— 51 —

う
に
」
と
い
っ
て
か
ら
「
今
日
コ
ト
を
申
し
ま
す
」
と
い
っ
た
。

行
事
が
終
わ
る
の
は
夜
十
二
時
を
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
翌
日
学
校
に
遅

刻
す
る
子
ど
も
も
い
た
が
、
先
生
は
大
目
に
見
て
く
れ
た
と
い
う
。

ご
祝
儀
は
、
最
後
に
頭
取
が
一
円
単
位
ま
で
同
額
に
な
る
よ
う
全
員
に

分
配
し
た
。
ご
祝
儀
の
額
は
、
当
時
は
一
軒
百
円
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
今

は
千
円
か
ら
三
千
円
だ
と
い
う
。

コ
ト
の
神
送
り
の
際
は
、
巡
行
中
に
頭
叩
き
は
行
わ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
唱
え
ご
と
の
言
葉
も
節
回
し
も
今
と
少
し
違
っ
て
い
た
と
い
う
。

越
久
保
の
大
人
た
ち
は
、
行
事
の
内
容
で
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
た
頃

の
内
容
と
異
な
っ
て
い
て
も
口
を
出
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
現
在
で

も
、
親
が
セ
ン
タ
ー
ま
で
子
ど
も
を
送
っ
て
き
た
り
、
弁
当
を
持
た
せ
た

り
、
集
会
所
の
戸
締
り
を
手
伝
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か

は
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
て
い
る
。「
い
つ
も
一
緒
に
い
る
わ
け
で
は
な
い

大
人
が
、
行
事
の
時
だ
け
口
を
出
す
の
は
お
か
し
い
」
か
ら
で
あ
る
と
塩

沢
氏
は
い
う
。
た
だ
し
過
去
に
、
念
仏
の
数
が
増
え
「
お
年
寄
り
が
長
生

き
で
き
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
の
口
上
が
必
要
以
上
に
増
え
た
時
期
が
あ
っ

た
時
に
は
、
余
計
な
言
葉
を
増
や
さ
な
い
よ
う
注
意
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
。

（
３
）
行
事
内
容
の
変
化
が
意
味
す
る
も
の

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
越
久
保
の
コ
ト
念
仏
と
コ
ト
の
神
行
事
は
、

現
在
と
五
十
年
前
と
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
が
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化

が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

①
禁
止
事
項
の
改
定

か
つ
て
コ
ト
念
仏
の
巡
行
の
際
、
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
家

の
玄
関
に
入
る
時
は
必
ず
帽
子
を
取
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
巡

行
の
際
に
帽
子
・
手
袋
・
マ
フ
ラ
ー
の
着
用
は
不
可
で
あ
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
越
久
保
高
齢
者
若
者
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
も

こ
の
禁
止
事
項
は
し
っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
変
化
は
「
人
の
家
に
は
い
っ
た
ら
帽
子
を
取
る
」
と
い
う
礼
儀
作

法
を
重
視
す
る
行
為
か
ら
、
よ
り
過
酷
な
状
況
を
自
ら
の
身
に
科
す
行
為

に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寒
念
仏
や
寒
参
り
の
よ
う
に
、
最
も

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
苦
行
す
る
こ
と
が
よ
り
多
く
の
功
徳
を
も
た
ら
す
と

い
う
信
仰
と
同
様
の
心
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
、

こ
の
行
事
に
よ
り
強
い
神
聖
性
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

②
遊
び
の
創
造

古
老
た
ち
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
「
頭
た
た
き
」
は
、
聞
き
取

り
調
査
か
ら
、
現
在
の
四
十
歳
代
以
下
の
世
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
を
体
験
し
た
世
代
に
と
っ
て
、「
頭
た
た
き
」
は
「
も
っ
と
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も
楽
し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
そ

の
時
代
時
代
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
創
造
力
を
駆
使
し
な
が
ら
、
行

事
に
新
た
な
要
素
を
付
与
し
て
い
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

③
行
事
の
意
味
の
再
解
釈

現
在
で
は
、
コ
ト
念
仏
で
唱
え
ご
と
を
い
い
間
違
え
た
り
言
葉
が
つ
か

え
た
り
し
た
ら
初
め
か
ら
や
り
直
し
、
コ
ト
の
神
送
り
で
は
後
ろ
を
振
り

向
い
た
ら
悪
い
も
の
が
憑
い
て
く
る
の
で
、
一
人
で
も
振
り
向
い
た
ら
全

員
元
の
位
置
に
戻
っ
て
や
り
直
す
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
か
つ
て
は

や
り
直
す
と
い
う
よ
う
な
厳
密
な
ル
ー
ル
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
と
も

と
は
「
風
邪
の
神
様
、
乗
っ
て
く
れ
」
と
い
い
な
が
ら
、
幣
束
を
持
っ
て

家
の
中
を
祓
い
、
こ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
集
め
て
集
落
の
境
ま
で
捨
て
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
行
事
の
目
的
は
「
風
邪
の
神
を
送
る
」
こ

と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
「
後
ろ
を
振
り
向
い
た
ら
悪
い
も
の
が
憑
い

て
く
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
行
事
の
目
的
が
風
邪
の
神
を
送
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
後
ろ
を
振

り
返
っ
た
ら
最
初
か
ら
や
り
直
し
、
躓
い
た
ら
や
り
直
し
な
ど
、
行
事
の

意
味
を
再
解
釈
し
て
新
た
な
行
為
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま

り
、
行
事
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
行
事
の
意
味
の
再
解
釈
を
伴
い
な
が
ら

行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
ル
ー
ル
が
さ

ら
に
厳
密
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
が
行
事
に
新
た
な
意

味
付
け
を
し
な
が
ら
ル
ー
ル
を
科
す
よ
う
に
、
変
化
し
な
が
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
。

越
久
保
の
行
事
は
、
子
ど
も
た
ち
が
担
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
は
、
本
行
事
を
通
じ
て
「
子
ど
も
組
」
を
構
成
し
て
い

る
。「
子
ど
も
組
」
は
、
従
来
の
研
究
で
は
「
若
者
組
」
の
前
段
階
と
し

て
説
明
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
実
際
に
は
こ
の
子
ど
も
集
団
は
恒
常
的

な
も
の
で
は
な
く
、
行
事
ご
と
に
様
々
な
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
筆
者
は

こ
れ
ら
を
①
若
者
組
相
似
型
子
ど
も
集
団
、
②
リ
ー
ダ
ー
明
確
型
子
ど
も

集
団
、
③
リ
ー
ダ
ー
曖
昧
型
子
ど
も
集
団
、
④
遊
び
仲
間
型
子
ど
も
集
団

に
分
類
し
、
行
事
へ
の
仲
間
入
り
が
明
確
に
存
在
す
る
集
団
を
「
子
ど
も

組
」
と
位
置
づ
け
た
）
（（
（

。
越
久
保
の
「
コ
ト
念
仏
」「
コ
ト
の
神
送
り
」
の

子
ど
も
た
ち
は
、「
頭
取
」
と
い
う
特
別
な
呼
称
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
が
行

事
を
統
率
す
る
②
リ
ー
ダ
ー
明
確
型
子
ど
も
集
団
に
該
当
し
、
現
在
で
も

大
人
が
多
く
は
関
与
し
な
い
こ
と
か
ら
、
強
い
自
律
性
を
も
っ
た
子
ど
も

集
団
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
ま
ず
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
の
「
コ

ト
念
仏
」
や
「
コ
ト
の
神
送
り
」
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
、
調
査
地
周
辺

の
コ
ト
八
日
行
事
を
中
心
に
地
域
的
な
状
況
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、
静
岡
県
か
ら
長
野
県
の
天
竜
川
流
域
、
愛
知
県
東
部

に
は
、
二
月
八
日
、
あ
る
い
は
十
二
月
八
日
に
は
、
コ
ト
の
神
送
り
と
い

う
厄
神
送
り
の
行
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ト
八
日
行
事
の
あ
り
方
に

お
い
て
も
三
信
遠
地
域
の
民
俗
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
越
久
保
も

ま
た
、
こ
の
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
で
「
コ
ト
念
仏
」

に
関
し
て
は
、
南
信
濃
の
下
伊
那
地
方
に
濃
厚
に
見
ら
れ
る
習
俗
で
コ
ト

の
神
送
り
よ
り
も
狭
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ

う
し
た
分
布
の
偏
差
が
何
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

行
事
の
歴
史
性
に
つ
い
て
は
、
伝
承
で
は
近
世
の
飢
饉
を
契
機
に
行
事

が
始
め
ら
れ
た
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、「
道
の
幸
」
や
「
三
河
国
吉
田

領
風
俗
問
状
答
」
な
ど
の
史
料
か
ら
、
愛
知
県
東
部
に
お
い
て
は
、
文
献

上
で
も
近
世
の
コ
ト
の
神
送
り
の
姿
が
確
認
で
き
る
。
記
述
内
容
に
疑
わ

し
い
と
こ
ろ
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
行
事
が

行
わ
れ
た
の
は
、
十
八
世
紀
末
の
「
道
の
幸
」
で
は
十
二
月
で
あ
り
、
十

九
世
紀
初
め
「
三
河
国
吉
田
領
風
俗
問
状
答
」
で
は
二
月
と
十
二
月
に
行

わ
れ
て
い
る
。
三
信
遠
と
周
辺
地
域
で
も
、
年
に
二
回
行
わ
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
越
久
保
を
は
じ
め
と
す
る
下
伊
那
地
方
の
よ
う
に
二
月
の
コ

ト
八
日
行
事
の
み
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
違
い
の
要
因

が
、
単
純
に
経
年
に
よ
る
変
化
と
は
い
い
難
い
。
今
後
は
コ
ト
念
仏
の
歴

史
に
つ
い
て
も
文
献
上
で
確
認
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
三
信
遠
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
コ
ト
の
神
送
り
は
、
野
本
の
い

う
と
こ
ろ
の
追
送
型
の
典
型
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
静
岡
県
東
部

か
ら
関
東
地
方
南
部
の
目
一
つ
小
僧
な
ど
が
来
訪
す
る
コ
ト
八
日
行
事
と

は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
様
相
を
見
せ
る
コ
ト

八
日
行
事
を
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ひ
と
く
く
り
に
し
て
考
察
す
る
こ
と

に
妥
当
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
行
事
内
容
や
神
観
念
と
は
別
次
元
の
こ

と
と
し
て
、
飯
田
市
上
久
堅
越
久
保
の
「
コ
ト
念
仏
」
や
「
コ
ト
の
神
送

り
」
の
行
事
か
ら
、
強
い
自
律
性
を
も
つ
所
謂
「
子
ど
も
組
」
の
存
在

が
、
変
化
を
生
み
な
が
ら
行
事
を
継
承
し
て
き
た
要
因
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
筆
者
は
、
各
地
で
子
ど
も
集
団
が
司
祭
者
と
な
っ
て
行
事

を
担
う
姿
に
接
す
る
際
、
行
事
の
内
容
は
変
化
す
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
是
と
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
り
、
個
人
的
に
も
そ
れ
が
望
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ま
し
い
と
す
る
心
情
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
越
久
保
で
の
調
査
を
通
じ
、

地
域
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
集
団
が
自
律
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
新
た
な
意
味
づ
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
変
わ

る
な
ど
、
行
事
内
容
は
む
し
ろ
変
化
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

こ
う
し
た
子
ど
も
の
自
律
性
を
担
保
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
、
行
事
に
口
を
出
さ
な
い
地
域
の
大
人
の
存
在
で
あ
る
。
大
人

側
の
ル
ー
ル
を
押
し
付
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

が
行
事
の
意
味
を
再
解
釈
し
、
新
た
な
内
容
を
創
造
し
な
が
ら
伝
承
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
社
会
が
行
事
を
や
り
遂
げ
る

こ
と
に
対
す
る
期
待
を
子
ど
も
た
ち
に
自
覚
さ
せ
、
そ
の
自
覚
が
行
事
の

意
味
を
再
解
釈
さ
せ
、
行
事
を
継
承
さ
せ
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
組
研
究
は
、
子
ど
も
集
団
が
ど
の
よ
う
な
機
会
に

組
織
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
過
去
と
現
在
の
行
事
の
あ
り
方
を
叙
述

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
に
示
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も

集
団
の
変
化
の
詳
細
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
文
化
の
継
承
の

た
め
に
有
効
な
論
理
が
導
き
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
論
理
構
築
の
た
め
に
は
、
一
方
で
、
地
域
の
大
人
が
深
く
関

与
す
る
行
事
の
変
化
を
見
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
筆
者
の
経
験
か
ら
、
子

ど
も
の
行
事
に
大
人
が
関
わ
っ
た
場
合
、
結
果
と
し
て
行
事
の
分
担
化
と

形
骸
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
大
人
に
よ
る
行
事
全
体
の

統
括
化
に
よ
り
、
子
ど
も
の
自
律
性
は
弱
ま
り
、
経
験
に
よ
っ
て
伝
承
を

学
ぶ
機
会
は
衰
え
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
形
式
的
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
行
事
の
意
味
を
再
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ

う
。子

ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
か
ら
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
文
化
の
継
承
者
と

考
え
た
場
合
、
民
俗
学
で
は
ど
の
よ
う
な
論
理
構
築
が
で
き
る
の
か
は
、

今
後
取
り
組
む
大
き
な
検
討
課
題
で
も
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
越
久
保
の
調
査
に
際
し
て
は
、
塩
沢
一
志
氏
を
は
じ

め
、
当
地
の
方
々
に
多
く
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
る
。
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